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安全・安心・快適な高付加価値製品の開発

研究の背景･目的

研究の内容･成果

今後の展開

北海道型木製ガードレールの実用化

企業支援部

 

普及調整グループ

 

今井

 

良

近年の公共事業において使用される道路資材には，景観への配慮が不可欠となっているにも関わらず，

 

道内においては既存の鋼製ガードレールへの景観色の塗装にとどまっています。他県で先行開発された木

 

製ガードレールは，景観への配慮と地場産材の有効活用を目的としていますが，北海道のような多雪地域

 

に設置するためには雪荷重に対する性能（耐雪性）を付与した製品づくりが必要となります。

 

新たなガードレールの開発には国土交通省が定める実車衝突試験の合格が必要であることから，平成16

 

～17年度に開発した「北海道型木製ガードレール」の改良を行い，道産材を活用し景観に配慮した「北海

 

道型木製ガードレール（耐雪型・B種）」の実用化を目指しました。

写真１

 

実車衝突試験の様子および結果

衝突条件A（大型貨物車）

車両重量：20.2t

 

衝突速度：35.1km/h

 

衝突角度：15.5°

 

衝撃度

 

：68.8kJ

衝突条件B（乗用車）

車両重量：1.0t

 

衝突速度：66.1km/h

 

衝突角度：20.5°

 

衝撃度

 

：21.9kJ

離脱速度：28.0km/h

 

（79.8％）OK

 

離脱角度：0.0°

 

（

 

0.0％）OK

離脱速度：45.4km/h

 

（68.7％）OK

 

離脱角度：12.1°

 

（59.0％）OK

従来の「北海道型木製ガードレール」について設計を見直

 

し，低コスト化と性能向上のための改良を行い，実車衝突試

 

験を実施しました。その結果，必要な性能（表１）を十分に

 

満たし，試験に合格しました（写真１）。これにより国土交

 

通大臣の認定を取得し，一般道（表２）で利用できる車両用

 

防護柵（B種）として実用化が可能となりました。

表１

 

実車衝突試験の衝突条件と性能確認事項

※重大な被害が発生するおそれのある区間とは，鉄道・高速道などと並行したり

 

立体交差する区間，また交通量が多く，かつ走行速度が高い区間などをいいます。

当面は道林務局に協力をお願いして，

 

林道や市町村道などを中心に普及を進

 

めていく予定です。

その後は，景観を重視すべき国立公

 

園内，シーニックバイウェイの指定

 

ルート，ガーデン街道およびその他観

 

光地周辺の国道・道道などにおける広

 

範な普及を目指し，道開発局や土木現

 

業所へ働きかけていく予定です。

表２

 

車両用防護柵の種別と適用区間

区分 Ａ Ｂ

車両重量
25トン
大型貨物車

1トン
乗用車

衝突角度 15度 20度
衝突速度 30km/h以上 60km/h

強度性能
防護柵が突破されない強
度を有すること。

－

変形性能
車両の最大進入行程が
1.1m以下であること。

－

乗員の安全性能 －

車両の受ける加速度が

90m/s2/10ms未満である
こと。

(18km/h以上) (36km/h以上)

(9度以下) (12度以下)
構成部材の飛散防止性能 車両衝突時に構成部材が大きく飛散しないこと。

衝突条件

確認事項

離脱速度

離脱角度

車両の逸脱防止性能

車両の誘導性能

車両は衝突後に横転などを生じないこと。
衝突速度の6割以上であること。

衝突角度の6割以下であること。

道路区分 設計速度 一般区間
重大な被害が発

 

生するおそれの

 

ある区間※

高速自動車国道

 

および

 

自動車専用道路

80km/h以上

A種

SB種

60km/h以下 SC種

一般道

60km/h以上 B種 A種

50km/h以下 C種 B種




